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48. トリアス細分類による Dysplasiaのコルポ像
河西十九三(千大) 
Dysplasiaのコルポ像を明らかにする巨的でトリアス
の細分類とその背景の濁自性及び隆起をそれぞれ三段階
に区分して，生検蔀位が dysplasiaであった 60例の検
索を行なった。その結果 dysplasiaの場合， punctation 
は点状型で謂白性(:t)--(十)，隆起(-)が特徴的であ
り， white epitheliumは metaplasiaも含まれるが表 
E平請で濁自性(土)-(+)，隆起(ー)が主流を占め， 
mosaicは dysplasiaでは少ないが不完全型で濁岳性
(:t)-(+)がその典型であることが明らかとなった。 
49. 千葉県子宮癌集検における異聖上度の追跡
山内一弘，武田敏，望月博
河茜十九三，高見沢搭吉(千大)
千葉県においては，過去 10年間で約32万人集団検診
(検診車方式)が施行され， 933名の子宮癌患者が議出さ
れた。これらについて年度別検診成績，子宮頚部病変の
組織別検出率，年齢分布と組織の関孫等について検討し
た。又，この期間において発見された異型上皮400例中
追跡可能であった 349f?uについてその追膝調査結果及び
その細胞診について検討を加えた。 
50. 千葉県における子宮癌集団検診
河西十九三〔千大)
教室では1968年-1971年の 4年龍辻県儒生部予訪課と 
1972年以降は対ガン協会と連携して検診車方式による子
宮癌集団検診を行なっている。 1978年実までの検診総数
は388，941人で子宮癌発見総数は 1，078人(発見率0.28
%)に昇っている。この間，検診数辻1968年の10，267人
から年々増加し， 1978年記は68，098人に遣し，癌発見数
もそれにつれ50人から145人と増加している。しかし，
発見率は1972年の0.57%をピークに低下を示し1978年に
は0.23%と抵率となっている。 
51. HCG陽性を示した奇形麗の 1剖
伊地知幹推，守矢和人(墨東病読)
症例は21歳， G-O，P-O，2運開廷ど前よヲ発熱， 下
蔑痛あれ初診時，超児頭大の付属器彊濯を触れ，ゴナ
ピス揚性を示した。霞腹したところ，左卵巣の児頭大充
実性麗蕩で惑着のある抱，特に異常所見はなかった。組
織診にて，神経，皮膚，軟骨，骨組織や，やや未熟な篤
組織，基底摸を欠く腺組織，R台克性癌と思われる組識等
が存在した。酵素抗体法により HCG産生部f立を追求
した。術後 4カ月残{員)j卵巣に転移を生じた症，倒である。 
52. 郭巣悪a註腫霧の備前診断における震本絡鞄診の
意義
武田祥子(千葉市立)
武田敏(千大)
卵巣腫療の備前診断は，術前にその組織レベノレ迄推定
する事は極めて国難である。そこで捕前，術中に腹水を
採取し，細抱診を行って良性悪性の鑑別，及びその組織
背景をどの程度推定可能であるかについて研究した。
過去3年間当科で治療した原発生卵巣癌で，多少とも
援水を認めた10例について臨床所見と援水細胞診所見を
対比し，検討した。
臨床類別で I期 3傍， n期 3例，車場 3例及びqy期 1
伊iで， n期以上の 7例拾すべて細胞診V型， 工業の 3僚
は各々 1，豆， ila型であった。腫及び頚管スメアはす
べて詮性でN掲の 1併のみ内摸スメアから卵巣癌締患を
検出した。組議定IHこ紹抱所見を比較すると鵠議毛辻襲液
性のう抱腹癌のみにみられた。 
53. 教室における卵巣悪性腫蕩の治察方針
岩沢?専苦，関谷宗英，高見沢裕吉〈千大)
卵巣悪性彊蕩の治療は，昭和46年よ!:J50年までは主に
手術及び放射線療法で行ってきたが，亙期以上の進行場
癌の予後は不長で，昭和51年以降は手指及び化学疲器を
主体に行い，手術後，化学療法によ予寛解導入をほか
ム残害腫謹のないものは，北学療法によ担維持を行
う。残存腫藩の為るものは，放射線， second look手
街，化学療法を極々の症例を検討し行っている。 51年以
降E期N患では，手衛及び化学寮法によ歩改善の額向が
みられている。 
54. 近年経験した卵巣癌の 6症剖
杉田道夫，小斡総介
〈栃木県厚生連石播病読)
卵巣癌は，子宮癌に比してその解剖学的{立置からも早
期診断は医難であり，予後も劣っている。
近年，我々は 6伊!の卵巣癌を経験した。その病理組織
学的内訳は， Papillary Adenocarcinoma 1伊tl，mu-
cInous Adenocarcinoma 1例， Krukenberg tumor 
z倒， poorly di宣erenciatedadenocarcinoma 1例， 
teratoblastoma embryonale malignum 1例， clear 
